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C 単元
第3章　材料の強さ
　2.　引張・圧縮荷重

指導事項
・軟鋼の引張試験での「応力-ひずみ線
図」を通して、軟鋼材の機械的性質を理
解し学習する。
・フックの法則により、比例弾性限度内
での応力とひずみを縦弾性係数を用いた
計算法を理解し学習する。

【知識・技能】
　応力-ひずみ線図の定義について理
解している。
【思考・判断・表現】
　応力、縦弾性係数、ひずみについて
考え表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

9○ ○ ○

D 単元
第3章　材料の強さ
　3.　せん断荷重

指導事項
・せん断応力は垂直応力との違いを対比
しながら理解し学習する。
・せん断面の形状に合わせて計算するこ
とを理解させ，せん断応力・せん断ひず
みの関係を理解させる。。

【知識・技能】
　せん断面は必ずしも軸線に沿って直
角ではないことを理解している。
【思考・判断・表現】
　せん断応力やせん断ひずみについて
理解し力の計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

○ ○ ○ 13

定期考査 〇 〇

B 単元
第3章　材料の強さ
　1.　材料に加わる荷重
　2.　引張・圧縮荷重

指導事項
・外力と内力がつり合っていることを理
解し学習する。
・荷重、伸び、応力、ひずみなどの意味
と計算法について理解し学習する。

【知識・技能】
　力のつり合いと作用する荷重の違い
によって変化することを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　力のつり合いによって、応力を考え
求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

〇 〇

〇

〇 10

定期考査 1〇 〇

工業

機械設計

・工業の各分野における工業事象の合理的な数理処理の
知識を身につけ、実際に活用して工業技術の諸問題を主
体的に解決し、工業の意義や役割について理解してい
る。・工業の各分野における工業事象を迅速かつ合理的
に数理処理する実践的な数理処理能力を身につけ、その
成果を的確に活用する。

【知識及び技能】

教科書
・

副教材

教科

・工業の各分野における工業事象の数理
処理について関心を持ち、基礎的な数式
の活用や情報処理機器を意欲的に活用
し、合理的に数理処理を行う実践的な態
度を身につけている。

機械設計に関する諸事象について関心をも
ち、社会の改善・向上を目指して、自ら学
び、工業の発展に主体的かつ協同的な態度
及び創造的・実践的な態度を身につけようと
している。

【思考力、判断力、表現力  】

機械設計に関する課題を発見し、倫理観を踏まえた
思考・判断力に基づいて、合理的かつ創造的な課題
について考え、その成果を的確に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

令和7年度　年間授業計画　

工業   機械設計 単位数

対象学年・組 3学年機械科 教科担任

指導項目・内容

指導事項
・2年生から授業を引き継ぐ形式で、今
までの授業を振り返り、今後の授業に取
り組むよう説明を行う。
・教材（教科書・ノート・電卓）を用意
させる。

評価規準

【知識・技能】
　1･2年次の機械設計の基本的な知識
を理解し、応用して数理処理を行うこ
とができる。
【思考・判断・表現】
　問題に対し適切に判断し電卓を用い
数理的処理を行うことができる。

科目

機械設計の各分野について、基礎的な知識と技術
を体系的・系統的に身につけ、社会環境に適した機
械設計の意義や役割を理解している。

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】

・工業の各分野における工業事象の諸問題の解
決を目指し、適切な数理処理を通して、自ら思
考を深め判断し、その結果を積極的に相手に表
現できる能力を身につけている。

田無工科高等学校

3

MA・MB:松村

機械設計１・２

なし

1〇

単元の具体的な指導目標

A 単元
授業形態・1年間の授業内容・履修習得等の
ガイダンス

1
学
期



1

合計

〇 〇 1

G 単元
第8章　リンク・カム
　　　 機械の運動（リンク･カム機構）

第9章　歯車
　　　 歯車の種類
　　　 摩擦車と平歯車の基礎

指導事項
・機構運動が複雑な動きのようでも、各
部は単純な平面運動に分けられることを
理解し学習する。
・摩擦車は原則的な事項を学習し、歯車
伝達への取っ掛かりとする。
・平歯車では一般的な平歯車設計に繋が
れるよう理解し学習する。

【知識・技能】
　組合せによって定まった運動のあり
さまについて理解している。
【思考・判断・表現】
　摩擦車および平歯車の各要素につい
て理解し、寸法計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

○ ○ ○ 14

【知識・技能】
　片持・両端支持にかかる荷重がもた
らす事象について理解している。
【思考・判断・表現】
　作用する荷重の違いによる反力から
各事象をとらえることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

○ ○ ○ 10

【知識・技能】
　単純支持梁にかかる荷重がもたらす
事象について理解している。
【思考・判断・表現】
　梁に生じる反力から各事象について
とらえることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

○ ○ ○ 9

定期考査

I 単元
第6章　変速歯車装置
　　　 遊星歯車装置

指導事項
・一定回転数の原動軸を歯車の切り換え
によって、従動軸の回転数を高低させる
基本的な機構について理解する。
・公転と自転の要点と考えを理解し、計
算方法を習得させる。

【知識・技能】
　歯車伝達装置の構造は、様々な条件
や制約の多いなかを工夫して設計され
ていることを理解している。
【思考・判断・表現】
　公転と自転を考慮し、のりづけ法を
用いて計算が行える。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

○ ○ ○ 8

90

○ ○

H 単元
第6章　歯車伝達装置
　　　 歯車列の速度伝達比
　　　 平行軸歯車装置（減速歯車装置）

指導事項
・歯車列の長さや速度伝達比に合わせ
て、歯車の組み合わせられるのを理解し
学習する。
・原動軸からの回転速度や速度伝達比に
よって、かみ合う従動軸との関係を理解
し学習する。

【知識・技能】
　２枚組から複数枚組まで、速度伝達
比や回転方向ついてを理解する。
【思考・判断・表現】
　定められた速度伝達比となるよう
に、歯車変速装置を設計できるよう理
解し計算を行う。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業準備や授業に自ら取り組んでい
る。

○ ○ ○ 11

定期考査 〇 〇 1

２
学
期

３
学
期

E 単元
第3章　材料の強さ
　6.　はりの曲げ
　　　はりの種類
　　　つり合いと支点の反力
　　　せん断力と曲げモーメント

指導事項
・単純支持ばりに生ずる反力・せん断
力・曲げモーメントを理解し学習す
る。。
・反力・せん断力・曲げモーメントの計
算方法を習得させる。

F 単元
第3章　材料の強さ
　6.　はりの曲げ
　　　せん断力図と曲げモーメント図

指導事項
・集中荷重を受ける片持ばりと単純支持
張りに生ずるせん断力図と曲げモーメン
ト図のつくりかたと計算方法を習得させ
る。
・等分布荷重を受ける片持ばりと単純支
持張りに生ずるせん断力図と曲げモーメ
ント図のつくりかたと計算方法を習得さ
せる。

定期考査


